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Abstract
Studies of perception of facial expressions have left unresolved issues of information 
processing models, including  how visual features are extracted from the facial surface and 
integrated. In this article, information processing models of facial affect perception and 
empirical findings are reviewed with regard to the ability to predict the perceived facial 
expressions by human observers. Moreover, the authors propose a new model that indicates 
selective integration of facial features to perceive facial expressions and their intensities, and they 
summarize the empirical evidence for the model. 
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これまでさまざまな研究において，人間が他者の顔面にあらわれる表情をきわめて鋭敏かつ
正確に知覚することが指摘されてきた（Ekman & Friesen, 1975; Ekman, Friesen, & Ellsworth, 
1972）。特に，Duchenne（1862/1990）と Darwin（1872）の先駆的な研究以降，多くの研究
は表情の知覚と顔面の目や口の動きなどの要素的特徴の間の関係に焦点をあててきた（Ekman 
& Friesen, 1978; Essa & Pentland, 1994; Ellison & Massaro, 1997）。しかし，代表的な研究として












制化モデル（feature conﬁgural models）にわけることができる（Ellison & Massaro, 1997; 
Schwaninger, Wallraven, Cunningham, & Chiller-Glaus, 2006）。全体モデルは，顔が部分に分割
されない全体として表現されていることを仮定し，これは表情知覚に限らず顔の同定一般にお
いて前提とされる（Tanaka & Farah, 1991, 1993）。その根拠は，顔の部分特徴が単独で提示さ
れたときよりも全体のなかで提示された場合に容易に知覚される（Tanaka & Farah, 1993）と
いう実験事実にある。この仮定は，パターン認知のモデルにおける鋳型照合モデル （template-






仮定しており，この仮説を支持する実験結果も報告されてきた（Searcy & Bartlett, 1996; Leder 









カルであることを主張する点でカテゴリカルモデル（categorical models）でもある（Etcoff & 
Magee, 1992）。これに対して特徴体制化モデルは必ずしも知覚される表情のカテゴリカルな性
質を仮定せず，むしろ特徴の刺激次元の変化に対して連続的に知覚される表情も変化すると考















作成された時点で意図されたように（Brunswik & Reiter, 1937）表情の知覚を誘発するもので
あり，また人間を対象とした多くの表情知覚ないしカテゴリー知覚の研究で用いられてきた
（Reed, 1972; Nosofsky, 1991）ものである。Huber & Lenz（1993）はハト（pigeon）の弁別行
動を図式顔を構成する要素的特徴，たとえば顔面上での目や口の高さなどの線形結合で説明し








ターン認知のモデルとして位置づけられ Fuzzy-Logical Model of Perception: FLMP（Massaro & 







Ellison & Massaro（1997）における FLMPの表情知覚への適用には二つの問題点を指摘する

















されることが仮定された。検討された顔特徴は，最近の行動的データ（Yamada, 1993; Shibui, 






























































側頭溝（superior temporal sulcus: STS）において報告されてきた（Hasselmo, Rolls, & Baylis, 
1989）が，一方でこの部位が目や口などの特定の顔特徴に選択的に反応することが明らか
にされている（Perret, Rolls, & Caan,1982; Perret, Mistlin, & Chitty, 1987）。さらに下側頭葉
（inferotemporal cortex）のニューロンの一部が，顔特徴，たとえば目，口，眉などの間の距

























 1） 本研究は，平成 20年度 川村学園女子大学教育研究奨励「物体知覚に関する計量心理学的研究と教育
場面への応用（研究代表者 鵜沼秀行）」による補助を受けた。
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